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第
七
十
八
条
中「（
以
下
「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
」
を
「
第

四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
講
じ
る
」
を
「
講
ず
る
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
第
三
号
中
「
講
じ
る
」
を
「
講
ず
る
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
第
五
号
ニ
中
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
」
の
下
に
「
に
係
る
も
の
」
を
、「
液
位
」
の
下
に
「
と

す
る
。」を
加
え
、「
損
傷
」
を
「
著
し
い
損
傷
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
中
「
採
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
に
、「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
」
を
「
第

四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
者
に
」
の
下
に
「
運
転
を
」
を
加
え
、
同
条
第
二

号
中
「
行
わ
な
い
」
を
「
行
わ
せ
な
い
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
核
燃
料
物
質
等
又
は
」
を
「
核
燃
料
物
質
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
生
ず

る
」
を
「
生
じ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
関
し
」
を

「
第
一
項
の
規
定
は
」
に
、「
講
じ
た
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
核
燃
料
物
質
等
を
発
電
用

原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
講
じ
て
工
場
又
は
事
業
所

に
お
い
て
行
わ
れ
る
運
搬
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
第
一
項
中
「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
三
条
三
の
二
十
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
」に
改
め
、

同
項
第
四
号
中
「
第
三
号
の
二
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
の
見
出
し
中
「
事
業
所
内
」
を
「
事
業
所
」
に
改
め
る
。

（
評
価
に
係
る
調
査
及
び
分
析
並
び
に
評
定
の
方
法
）

第
九
十
四
条
の
六

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
四
項
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
方
法

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
事
故
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
事

故
の
発
生
の
防
止
等
」
と
い
う
。）の
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
措
置
及
び
そ
の
措
置
に
よ
る

事
故
の
発
生
の
防
止
等
の
効
果
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
。

イ

当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
四
の
技
術
上
の
基
準
に
お
い
て
設
置
す

べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
の
認
可
又
は
変
更
の
認
可
を
受
け

た
保
安
規
定
に
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
最
新
の
知
見
を
踏

ま
え
つ
つ
、
自
ら
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
イ
及
び
ロ
の
規
定
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
措

置
に
加
え
て
講
じ
た
措
置
の
内
容
及
び
そ
の
措
置
に
よ
る
事
故
の
発
生
の
防
止
等
の
効
果

二

前
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
大
事
故
の
発
生
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
可
能
性
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
事
象
の
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、

そ
の
事
象
の
発
生
頻
度
及
び
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
の
程
度
を
評
価
す
る
手
法
そ
の
他
の
重
大
事

故
の
発
生
に
至
る
可
能
性
に
関
す
る
評
価
手
法
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
よ
り
確
認
し
た
内
容
を
考
慮
し
て
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
全
体
に
係
る
安
全
性
に
つ
い
て

の
総
合
的
な
評
定
を
行
う
こ
と
。

（
評
価
の
結
果
等
の
公
表
）

第
九
十
四
条
の
七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十

九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
後
、
遅
滞
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
九
十
五
条
中
「
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
一
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
第
一
号
中
「
う
ち
」
を
「
う
ち
、」に
改
め
、「
限
る
。」の
下
に
「
以
下
同
じ
。」を
加
え
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
六
号

ま
で
の
規
定
中
「
う
ち
」
を
「
う
ち
、」に
改
め
る
。

第
九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
一
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
第

三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
第
二
項
中
「
掲
げ
る
も
の
」
を
「
掲
げ
る
と
お
り
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
二
号
イ
中
「
施
設
等
」

を
「
施
設
そ
の
他
」
に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
、
作
業
手
順
書
等
の
保
安
規
定
上
の
位
置
付
け
並
び
に
発
電
用
原
子
炉
施
設
の

定
期
的
な
評
価
」
を
「
並
び
に
作
業
手
順
書
等
の
保
安
規
定
上
の
位
置
付
け
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
四
号
中
「
の

各
号
」
を
「
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
、
経
年
劣
化
」
を
「
並
び
に
経
年
劣
化
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」

に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
項
の
規
定
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
」

を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
七
号
中「（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質

が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
」
を
「
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除

く
。）」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
中
「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
」
に

改
め
る
。

第
八
十
九
条
第
一
項
第
六
号
中
「
体
制
整
備
」
を
「
体
制
の
整
備
」
に
改
め
、「
掲
げ
る
」
の
下
に
「
事
故
の
」
を

加
え
、「
ハ
に
」
を
「
ハ
ま
で
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
九
号
中
「
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
の
著
し
い
損
傷
そ
の

他
の
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
九
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
原
子
炉
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
」
に
改
め
る
。

第
九
十
一
条
第
一
項
中
「
核
物
質
防
護
規
定
の
」
の
下
に
「
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項

中
「
写
し
二
通
」
を
「
写
し
一
通
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
う
ち
令
第
六
十
三
条
第
一
項
の
表
第
三
号
の
原
子
力
規

制
委
員
会
が
告
示
で
定
め
る
も
の
に
係
る
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
二
通
）」に
改
め
る
。

第
九
十
三
条
第
二
項
中
「
写
し
二
通
」
を
「
写
し
一
通
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
う
ち
令
第
六
十
四
条
の
表
第
三

号
の
特
定
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
二
通
）」に
改
め
る
。

第
九
十
四
条
中
「
も
の
」
を
「
と
お
り
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
に
あ
る
」
の
下
に
「
者
で
あ
る
」を
加
え
、

同
条
第
二
号
中
「
有
す
る
」
の
下
に
「
者
で
あ
る
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
認
め
た
」
の
下
に
「
者
で
あ
る
」

を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
評
価
の
実
施
）

第
九
十
四
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
一
項
の
評
価
（
以
下
「
安
全
性
向
上
評
価
」
と
い
う
。）を
す

る
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
ご
と
に
、
当
該
安
全
性
向
上
評
価
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
評
価
の
実
施
時
期
）

第
九
十
四
条
の
三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
期
は
、
施
設

定
期
検
査
が
終
了
し
た
日
以
降
六
月
を
超
え
な
い
時
期
と
す
る
。
た
だ
し
、
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
又
は
発
電
用

原
子
炉
の
基
数
の
増
加
の
工
事
の
後
、
施
設
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
運
転
が
開
始

さ
れ
た
日
以
降
六
月
を
超
え
な
い
時
期
と
す
る
。

（
評
価
の
結
果
等
の
届
出
）

第
九
十
四
条
の
四

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
安
全
性

向
上
評
価
を
し
た
後
、
遅
滞
な
く
、
当
該
評
価
の
結
果
、
当
該
評
価
に
係
る
調
査
及
び
分
析
並
び
に
評
定
の
方
法

並
び
に
次
条
に
定
め
る
事
項
（
以
下
「
評
価
の
結
果
等
」
と
い
う
。）を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
届
出
事
項
）

第
九
十
四
条
の
五

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
三
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
安
全
性
向
上
評
価
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
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